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写真のタイトル：水面に写った紅葉とカワセミ 

 
撮影場所：水元公園    写真提供：千葉美文さん  



 

水辺のふるさとかかかつつつしししかかか 冬号 
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令和４年１０月、環境課では千葉県松戸市にある２１世紀の森と広場でかつしかっ子

探検隊と自然環境レポーター研修会を開催いたしました。 

 

 かつしかっ子探検隊では、多くのアキアカネやカマキリの他、チョウトンボや葛飾区

内ではなかなか見ることができないような昆虫も発見することができました。 

 自然環境レポーター研修会では、フジバカマに集まるアサギマダラ、イチモンジセセ

リ、多数のキタテハを観察することができました。晴天の青空と咲き誇るフジバカマ、

そこに集まるアサギマダラたちの姿はとても美しく、素晴らしい光景でした。 

 

 秋から冬に季節が変わり、冬の野鳥も集まってきました。安全に気を付けながら、寒

さ対策をして冬に見られる自然を観察していただきたいと思います。 

 

              ＊＊＊佐藤＊＊＊ 

担当編集からのひとコト 
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【調査区１】 計６種 

〈昆虫〉 アブラゼミ、ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、 

ツマグロヒョウモン 

〈植物〉 アカメガシワ、ツユクサ 

【調査区２】 計１１種 

〈鳥類〉 ウグイス、シジュウカラ 

〈昆虫〉 アキアカネ、 

オオカマキリ、カンタン、 

アブラゼミ、 

ツクツクボウシ 

〈植物〉 ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、 

ジュズダマ、ススキ 

赤字は外来種だよ 

【調査区４】 計２１種 

〈鳥類〉 コサギ、シジュウカラ 

〈昆虫〉 ギンヤンマ、アキアカネ、 

オオカマキリ、エンマコオロギ、 

アブラゼミ、ツクツクボウシ、 

ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン 

〈植物〉 アカメガシワ、スギナ、シロツメクサ、 

アレチウリ、カントウヨメナ、ツユクサ、 

ジュズダマ、ススキ 

〈爬虫類〉 ミシシッピアカミミガメ、 

ニホンカナヘビ 

〈クモ類〉 ジョロウグモ 

【調査区３】 計１７種 

〈鳥類〉 コサギ、シジュウカラ 

〈昆虫〉 エンマコオロギ、カンタン、 

トノサマバッタ、アブラゼミ、 

ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、 

ナミアゲハ、 

〈植物〉 アカメガシワ、スギナ、 

シロツメクサ、イモカタバミ、 

アレチウリ、カントウヨメナ、 

ツユクサ 

〈爬虫類〉 ミシシッピアカミミガメ 

【調査区５】 計３５種 

〈鳥類〉 ツバメ、コガモ、ツグミ、ウグイス、コサギ、カワセミ、 

コゲラ、シジュウカラ 

〈昆虫〉 ギンヤンマ、アキアカネ、オオカマキリ、エンマコオロギ、 

カンタン、トノサマバッタ、アブラゼミ、ツクツクボウシ、 

ナガサキアゲハ、クロアゲハ、ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン、 

アカボシゴマダラ 

〈植物〉 アカメガシワ、スギナ、シロツメクサ、イモカタバミ、アレチウリ、 

セリ、オオバコ、カントウヨメナ、ツユクサ、ジュズダマ、ススキ 

〈爬虫類〉 ミシシッピアカミミガメ、ニホンカナヘビ 

<クモ類> ジョロウグモ 
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氏名 町名 調査区散歩の花子 西新小岩 １－４

シオカラトンボ

なぜか元気がなく、じっとしていたので、

私にも写真がとれました。

ツルボ／（キジカクシ科）

うす紫の一群が、テニスコートの脇に
咲いています。

昔、凶作の時に、この球根が
救荒食として利用されたとか・・・
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氏名 町名 調査区散歩の花子 西新小岩 １－４

キリ／(キリ科)

平井大橋のたもと、葛飾区側に一本だけ

ニョキっと大きな葉をゆらしています。

マメアサガオ

花の直径は、１．５ｃｍくらいの
小さい白い花のアサガオです。

草生い茂る中、
隠れるように咲いています。

ツマグロヒョウモン（オス）

羽を広げて日光浴かな～。
いやに動かない！

もう１１月、そろそろ活動期が、
終わるところかと思います。
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年９月１０日 
 

ツルマメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツルマメ（花） 

区内北西部 令和 4年 9月 10 日 

 

ツルマメです。 

豆はかなり小さいです。 

アップで写真を撮ると、いわゆる「ばえる」花で、生で直接見ると、非常に

小さく、点のようで、写真程には綺麗には感じないかもしれません。 

ツルには毛が生えていて動物を見ているような感もするかもしれません。
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年１０月２日 
 

アオツヅラフジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アオツヅラフジ（雌株の実） 

区内北西部 令和 4年 10 月 2 日 

 

アオツヅラフジの雌株の実です。 

鳥が実をすぐに食べてしまうので、今だけの楽しみです。 

この季節は自然の残っているところをじっくり探すと、色々な色の付いた実

を見ることができます。 

この写真を撮った同じ並びでヒヨドリジョウゴの赤い実と白い花も見ること

ができましたし、日本の植物だけでも、すごく楽しめる季節です。
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年１１月３日 
 

ノイバラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノイバラ 

区内北西部 令和 4年 11 月 3 日 

 

ノイバラです。 

赤くなる季節になりました。 

クリスマスリースのようにも見え、年末が近いことを感じます。 

外来種として迷惑がられるセイタカアワダチソウ、枯れた葦も一緒です。 

ノ イ バ ラ は こ れ か ら 葉 の 色 も 変 わ っ て い き ま す 。
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調査⽉ 2022.09〜11⽉ 名前 tanion

●観察⽇︓9⽉17⽇
●調査区︓5-28（南水元）

9⽉になっても子育て中のスズメがいた。
電柱の柱上変圧器で営巣して、ヒナにエサを運んでいた。
この季節に巣⽴つヒナは、餌となる⾷べ物を⾃⼒で⼗分に得ることができるのか気になる。

●観察⽇︓9⽉17⽇
●調査区︓5-28（南水元）

中川の土手で、コムラサキのオスが
縄張りに入ってきたスズメ（3羽）を
追いかけて撃退していた。（かっこいい︕）
侵入者がいなくなって落ち着いて
羽を休める様子。

● 葛飾区⾃然環境レポーター　⾃由レポート ●
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●観察⽇︓10⽉23⽇
●調査区︓5-26（水元公園）

冬鳥のカモ類はヒドリガモしか確認できなかった。（オスはまだエクリプス）
暖かい⽇（23℃台）だったので昆虫もまだ活動中。

サツマノミダマシ

モズ

オビヒトリ幼虫 コバネイナゴ

ヒメクダマキモドキ
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生きもの

アカボシゴマダラ
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9 月 15 日 トンボ    水元 3 丁目↑       9 月 22 日 クワガタの幼虫↑ 
10 月 28 日  クワガタ↓           11 月 8 日 水元 2 丁目 皆既月食↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾃然観察レポート R4/9〜11 月 
調査区５  佐々木定治 

４４２年ぶりの天体ショー 皆既⽉⾷と天王星⾷︓11 ⽉ 8 ⽇は⽇本全国で感動的な天体ショーを観察する

ことができました。勿論、私の観察エリアである調査区５でも確認できました。正に⾃然の営みに、感謝し 

驚きを覚えつつ、畏敬の念を抱きながら⽣き物と共に⽣きる⾃分を再発⾒しています。 
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10 月 28 日 シュウメイギク↑    水元 3 丁目  10 月 29 日 シオカラトンボ↑ 

       カマキリ↓                11 月 9 日 稲刈り↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 秋に咲くシュウメイギクの純白の花弁は「美」そのものです。地球の⾃然がつくりだした「美」の造形花です。 

この季節には、カマキリもトンボも世代を引き継ぐための独特の昆虫行動を見せてくれます。 
 天候も安定し、澄み切った⻘空も見ることができた 11 月 9 日に、ミニ⽥んぼの稲刈りをしました。 
依然としてコロナ禍は止むことなく、私は 5 回目の予防接種もし、インフルエンザ予防接種もしました。季節の
変化は確実にあるものの、変転極まりのない世界情勢に翻弄されながらも、何とか⾃分を見失わず実りの秋を堪
能しました。地球 地域 人 街  ⾃然 生き物をキーワードにして、これからも力強く生き抜きます。 
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葛飾区自然環境レポーター 自由レポート（2022 年 9～11 月） 

 

９⽉４⽇（⽇） 水元公園⼩合溜 

小合溜の歩道と水面の際を、ウチワヤンマが行ったり来

たり。パトロール？獲物を探している？少し先へ歩みを進

めると、小合溜から延びた水路に種類は定かではないが、

水草がびっしりと繫茂している（写真①）。ぱっと見た印象

では、3 種類の水草が繁茂して

いる。外来種で繁殖力が強く、

在来種を駆逐してしまう種類

だとすると少し心配ですが…。 

葛飾区金魚展示場近くの水

辺ゾーンでは蓮の花が綺麗に 

咲いていた。 

 

 

９⽉ 11 ⽇（⽇） 東⾦町７丁⽬ 江⼾川堤 

 17 時頃江戸川堤防上を散策しているとセッカが「ヒッ、ヒッ、

ヒッ」と囀りながら上昇し、「チャチャ、チャチャ」と囀りながら

下降している姿を確認。上空を見ると大型の猛禽類が旋回しながら

飛翔するトビが、ゆっくりゆっくりと江戸川を下流に向かって飛

翔。さらに、堤防上のややこんもりした草むら内から「ルールール

ールー」とカンタンの鳴く声が。わずかな時間でしたが、様々な生

き物の様子を確認できて、何だか幸せな気持ちになりました。 

 

９⽉ 1７⽇（土） 水元公園、江⼾川提 

 園内では白と赤のヒガンバナが咲き、多

くの来園者が集ま

ってそれぞれの写

真を撮っていた（写

真③④）。小合溜に

はダイサギが（写真

⑤）。江戸川堤防所

にはトビが飛翔。 

⽒名︓江⼾川の⼩鮒 調査区︓主に 5-24、5-26 町名︓東⾦町 

写真① 水元公園水路内の水草 写真② 水辺ゾーンの蓮の花 

写真③ ヒガンバナ（白） 写真④ ヒガンバナ（赤） 写真⑤ ダイサギ 
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９⽉ 1９⽇（⽉） 東⾦町７丁⽬ 江⼾川堤 

 16 時 30 分、江戸川堤防上を散策すると、堤防上の草が機械できれいさっぱり刈り取ら

れていた。はて、一週間ほど前に鳴いていたカンタンはどうしただろうか、なんとか生命を

つないでくれているだろうか、と心配になった。 

 

９⽉２５⽇（⽇） 水元公園 

 グリーンプラザ内の植え込みの

草花には様々なトンボ（シオカラ

トンボ、アキアカネ）や蝶（モンキ

チョウ）・昆虫（オンブバッタ）が

集まっている。少し歩いて森林ゾ

ーンに入ると、多くのバードウォ

ッチャーが集まっているので何がい

るのか尋ねると「ミゾゴイ」とのこ

と。望遠レンズを備えたカメラのモ

ニター越しにその姿を見せてもらっ

た。 

 水元公園から足を延ばして東金町

8 丁目地先江戸川堤へ。昨日までの

雨の影響で江戸川は増水し、河川敷

もすっかり水につかった状態になっ

ていた。 

 

 

１０⽉２９⽇（土） 21 世紀の森と広場 

午前中、自然環境レ

ポーター研修に参加。

穏やかな晴天の下、講

師の田中利勝氏の案

内の中、様々な生き物

に出会い、その神秘

さ・不思議さに触れる

ことができた素晴ら

しい研修会だった。 

 

 

 

写真⑥ モンキチョウ 写真⑦ オンブバッタ 

写真⑧ 増水した江⼾川河川敷 

写真⑨ チョウセンカマキリ 写真⑩ 沢の二枚貝 写真⑪ カタツムリ 
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１０⽉３０⽇（⽇） 水元公園 

気持ちの良い秋空の下、お弁当を持っ

て水元公園にて「外ランチ」に行った。小

合溜にはすでにたくさんの冬鳥の水鳥が

集まっており、はるばるユーラシア大陸

北部からはるばる日本までやってきたよ

うだ。ヒドリガモ・キンクロハジロ・ホシ

ハジロの姿を確認することができた。 

 

 

１１⽉１３⽇（⽇） ⾃宅駐輪場 

 

自宅の駐輪場に、ハラビロカマキリがいた。す

でに気温が下がって来ていることもあってか、だ

いぶ動きがゆっくりしていて、弱っているのだろ

うか。何だか反応が弱い感じがした。 

翌日姿が見えなくなっていたが、無事であって

ほしいものだ。 

 

写真⑫ アサギマダラ 写真⑬ ヒョウモンチョウ 

写真⑭ 水元⼩合溜 
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キタテハ



 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「水を飲むハチ」 

９/１０ 鎌倉 

名前：となり 

「イタドリ」 

９/１０ 区北西部 

 名前：石鍋 壽一 

 

「イトトンボ（茶色）」 

９/３ 鎌倉 

名前：となり 
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「ヒルガオトリバ」 

９/１８ 水元公園水産試験場横  

名前：T・K 

 

「ニガカシュウ（ムカゴ）」 

１０/２ 区北西部 

名前：石鍋 壽一 

「ニラ」 

９/３０ 東堀切  

名前：R 

 

「彼岸花」 

９/３０ 東堀切 

名前：Ｒｙｕ 
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「モモブトトビイロサシガメ」 

１０/９ 水元公園オニバス池横 

名前：T・K 

「早朝にいたトンボ」 

１０/１１ 亀有香取神社 

名前：慶蔵 

「実りの秋」 

１０/２１ 白鳥 

名前：R 

「パイナップル発芽」 

１０/２７ お花茶屋 

名前：Rｙｕ 
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「カントウヨメナ」 

１１/２ 区北西部 

名前：石鍋 壽一 

「サツマノミダマムシ」 

１０/２３ 水元公園 

名前：ｔａｎｉｏｎ 

 

「カナヘビ」 

１０/３１ 鎌倉 

名前：となり 
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「ヒドリガモ」  

１１/１２ 水元公園 

名前：佐々木 定治 

「寒くなりましたが、まだ子育て

が続いています」  

１１/１８ 立石 

名前：ゆきひめ 

「キノコ？」  

１１/２４ お花茶屋公園 

名前：Ｒ 

「フォックスフェイス」 

１１/６ お花茶屋 

名前：Rｙｕ 
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「ノシメトンボ」  

１１/２７ 西水元 

名前：ｔａｎｉｏｎ 

「水面に写った紅葉と

カワセミ」  

１１/１９ 水元公園 

名前：千葉 美文 

「やっと会えたねウソくん」 

１１/１９ 水元公園 

名前：千葉 美文 
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季節の写真集 秋 
☆ジョウビタキ（女の子） 

  
 
☆マヒワ 

 
 （逆光で残念な写真ですが、今年も来たよーという証拠写真です。） 
 
☆キンクロハジロ 

 
 
 

名前：高橋 雅子 
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

3
38-41

1
95
10

56-115
1 39
18 16-39

2
46-70

1
22
1

100
1
52

1
22

12
71-101

1
65
2

73-85
40

17-79
28

100-178
79 1

63-122 105
2

22-29

計 13種類180個体 5種類46個体 0種類0個体

・

・

・

・

・

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)0.69m (12:00)0.58m (14:00)1.07m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて16種類226体の魚類が採集されました。

曇一時雨、気温25.6℃、水温 本流23.5℃、新八水路22.1℃、新八ワンド(未計測)（14:30頃
測定）

ヌ マ チ チ ブ

14 ボ ラ

12

3

ワンドはほぼ水がなく魚の採りようがない。溜まった泥をなんとかしないと、これからも
データが取れないことが多くなりそう。（SI）

11 ド ン コ 初採取

8 ゴ ク ラ ク ハ ゼ

タイリクバラタ ナゴ

10 ツ チ フ キ

コ ク チ バ ス

ニ ゴ イ

旧柴又水路前に、7月頃から、水草が生えているのに気づきましたが、誰か詳しい方いません
か。（→水草に詳しい方に確認中。）
新八水路の一番奥で、モクズガニが採れました。本流では珍しくないものの、多分、水路内
では初記録です。最近は土砂の堆積が激しいですから、歩いてきたんでしょうか。（KI）

13

ギ ン ブ ナ5

7

ク ロ ダ ハ ゼ

9

6

特定外来生物

16

マ ハ ゼ

メ ダ カ

15

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−302
304

備　　考2022/9/23

ア シ シ ロ ハ ゼ1

オ イ カ ワ

4 カ ダ ヤ シ 特定外来生物

2 ウ ナ ギ

【今後の調査日】　10月9日(日)　11月5日(土)　12月10日(土)

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

－34－

http://shigenori1.jimdo.com/


調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

1
93
14

55−132
1

345
40 10

12−33 11−20
1
157
3

61−78
1 2
75 71−82
1

310
1
57
3

78−80
1

176
3

22−37
6

85−100
12

81−125
58

20−98
1

109
1
61
17

105−191
66

62−134
4

81−111
2

27−28

計 16種類188個体 6種類51個体 1種類10個体

・

・

・

・

・

・

・

2 オ イ カ ワ

【今後の調査日】　11月5日(土)　12月10日(土)

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

メ ダ カ21

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−303

305
備　　考2022/10/9

ウ ナ ギ1

オ オ ク チ バ ス

4

特定外来生物

カ ダ ヤ シ 特定外来生物

7

ギ ン ブ ナ

9

6

初参加の高校生、親子連れの参加もあり、賑やかになった。親子連れのお父さん、初投網
の第一投でマハゼが採れてラッキー！。（SI）

11 ス ズ キ

8 コ ク チ バ ス 特定外来生物

ゴ ク ラ ク ハ ぜ

10 ス ゴ モ ロ コ

タイリクバラタナゴ

水位がかなり下がり、水たまり状になった旧航路で、カワセミが2羽、キーキー争ってい
た様子で、いい漁場はヒトもトリも取り合いだと思いました。（KI）

13

16 ハ ス

17 ブ ル ー ギ ル 特定外来生物

14 ニ ゴ イ

15 ヌ マ チ チ ブ

ツ チ フ キ

12

3

ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ

カ ム ル チ ー5

ワンドでは、水のある場所に進むまでに膝下まで泥に嵌まってしまい、諦めて戻りまし
た。今回で3回連続です(泣)。初参加高校男子2名らが奥まで進んでいて、流石でした。本
流では、今年3匹目のウナギをゲット！場所は前回、前前回よりも上流の、水路の入口を
通り過ぎた辺りです。

19 マ ハ ゼ

ギンブナ捕れたと思っていたら、ゲンゴロウブナ・・修行は続く。
カムルチーは丸々太っていてふてぶてしい・・水路は定期的に投網打つ必要ありそう。
（MK）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)0.91m (12:00)0.59m (14:00)0.69m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて21種類249体の魚類が採集されました。

曇り、気温20.7℃、水温 本流19.3℃、新八水路19.4℃、新八ワンド20.5℃（14:40頃測
定）

20 マ ル タ

18 ボ ラ
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調査次数
調査日
地点 本流 新八水路 新八ワンド

1

44

16

72−138

28 9

12−33 11−33

1

28

4

87−150

4

32−43

9

123−183

4

102−111

3

93−146

1

23

計 7種類41個体 2種類29個体 2種類10個体

・

・

・

・

・

・

・

3

ボ ラ

ニ ゴ イ5

7

ヌ マ チ チ ブ6

2

10 メ ダ カ

朝、カラスがオオタカを追いかけていました。川の近くのヤナギの切り株の下に、ドバトの
羽がいっぱい。手頃な食卓？
風があり、濡れた手を吹かれているより、水に浸けている方が暖かい気がしましたが、とは
いえ寒さが身にしみる季節になってきました。（KI）

腰痛がひどくて測定にしか参加しなかった。冷たい水の中で遅くまで頑張った方には敬意を
表する。
昨年後半あたりからオイカワやスゴモロコなどのコイ科魚類の尾鰭の上下流に黄色味を帯び
た線状　の病気か寄生虫と思われる状態の魚が増えている。早く原因が判るとよい。（YK）

悲しいとき　水位がたくて網が開かないとき
悲しいとき　ごみがいっぱいういてるのに少ししか回収できなかったとき
悲しいとき　買ったっばかりのウエーダに穴があいあとき（MT）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.86m (12:00)1.88m (14:00)1.89m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて10種類80体の魚類が採集されました。

晴れ時々曇り、気温17.5℃、水温 本流17.8℃、新八水路14.3℃、新八ワンド16.8℃(14:30
頃測定)

8 マ ハ ゼ

マ ル タ9

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−304
306

備　　考2022/11/5

ア シ シ ロ ハ ゼ1

オ イ カ ワ

【今後の調査日】　12月10日(土)

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

　　　2023年　1月21日(土)　2月19日(日)　3月25日(土)　4月8日(土)

カ ダ ヤ シ

4

特定外来生物

タイリクバラタ ナゴ

いつも低かったワンドの水位がそこそこあったので、たくさん採れると期待したが、アシや
セイダカアワダチソウなどにワンド内の移動が邪魔された上、期待したほど採れず。（SI）
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●
2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 カ ワ ム ツ ●

17 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 キ ン ブ ナ ●

22 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フ ナ 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 キ ン ギ ョ ●

25 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

27 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

28 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

29 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

30 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

33 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

34 ナ マ ズ ● ○ ○

35 ク ル メ サ ヨ リ ● ○ ○

36 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 メ ナ ダ ●

40 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 ク ロ ダ イ ●

42 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 シ マ イ サ キ ●

47 ヒ イ ラ ギ ● ○

48 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 チ チ ブ ● ○

50 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） ○

56 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 ヒ ナ ハ ゼ ● ○

59 ド ン コ ●
地 点 種 類 数 合 計 42 36 40 30 39 27 28 41 23 27 31 11 12 29 11 10 31 10 9 32 11 7 28 11 7 28 12 14 3 5 3 4 3 2 7 5 5 8 5 0 15 1 3 13 2 3 17 6 2 14 4 3 13 5 0 16 6 1 7 2 2

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。
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8.20
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2022

304

9.23

本

流

新

八
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ド

302

7.30

本

流

新

八

ワ

ン

ド

301

6.11

本

流

新

八

ワ

ン

ド

300

5.14

本

流

新

八

ワ

ン

ド

299

4.16

本

流

新

八

ワ

ン
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298236-247

2017

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

107−163

06/4−10

57回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

164−223

2011-15

60回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

248〜259

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

2018

224-235

2016

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

標　準　和　名＼地　点
本

流

新

八

本

流

49-106

新

八

1-48

48回 58回

96-00 01-06

260〜271

2019

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

272〜283

2020

284〜295

2021

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

305

10.9

本

流

新

八

ワ

ン

ド

新

八

ワ

ン

ド

296

1,15

本

流

新

八

ワ

ン

ド

3.19

本

流

新

八

ワ

ン

ド

297

2.19
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自然環境係 電話５６５４－８２３７（直通） 

 

 

 

 
 

令和４年１０月２９日（土）、今回は千葉県松戸市にある２１世紀の森と広場で「秋

の動植物観察会」を開催しました。木々の生い茂る小道を歩いたり、林から湧き出る小

川をより身近に感じられたり等、葛飾区とは違った自然環境で観察することができまし

た。また動植物そのものについてだけでなく、地形（谷津）についてや他の動植物との

関わり、昔はどのように活用されていたか等、多様な面から解説いただきました。 

秋晴れの中、和やかな観察会となりました。ご参加いただいた皆様、ありがとうござ

いました。 

 

 

 

★新八水路で魚類調査を行います★ 

 

日 時  2023 年 1 月 21 日（土）、2月 19 日（日）、3月 25 日（土） 4 月 8 日（土）  

午前１０時～午後４時ごろ 

場 所  江戸川河川敷 ※事前にご連絡をお願いします。 

持ち物  着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

◆詳しくは、「新八水路魚類調査」で検索し、ホームページをご覧ください。 

ＨＰ（ http://shigenori1.jimdo.com/ ） 

 

 

 

 

環境課からのお知らせ 

－38－

http://shigenori1.jimdo.com/


 
 

   ～冬号でご協力いただいたみなさま～ 

 

R さん、有泉桂子さん、石鍋壽一さん、瑛ちゃん、 

江戸川の小鮒さん、江良ヒデ子さん、Ｋ・Ｎさん、慶蔵さん、 

佐々木定治さん、散歩の花子さん、高橋雅子さん、ｔａｎｉｏｎさん、 

田村ひろ子さん、千葉美文さん、Ｔ・Ｋさん、となりさん、 

トム姉さん、広瀬温さん、藤並剛さん、弥生さくら草さん、 

ゆきひめさん、Rｙｕさん、 

自主生物調査団（編集：一澤成典さん）   

                             

                  ご協力ありがとうございました☆彡 

 
 
 
 

 
 

「水辺のふるさとかつしか」第３２３号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２７５号） 

 令和４年１２月末 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

℡（３６９５）１１１１ 内線３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

ｆａｘ     （５６９８）１５３８ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆「水辺のふるさとかつしか」の内容について、お間違い等お気づきの点があ

りましたらお知らせください。 


